
■どのような力を、どのレベルまで身につけるのか［めざす能力とその次元］　

■いつ、何を学ぶか［学習内容］ ■何で学ぶか［教材］

［入　門］言葉との接し方・扱い方
［評論分野〕評論文の読み方
［評論分野〕対比構造（文化論）
［小説］小説の読み方
［小説］構成の読みとり方

［評論〕因果関係（近代科学論）
［小説］心情の読みとり方 ■どのように学ぶか［授業の方法/学び方］

［評論〕類比構造（言語論）
［小説］主題の読みとり方
［図表］表やグラフの読み取り方
［随想］感性的な表現の読みとり方

［評論］総合的な読み取り
［小説］背景や心情を踏まえ主題を読みとる
［表現］自分の考えを論理的に書く

　　１　学年
週　２　単位

履修学年・類型
授業時数

（例）国語総合［現代文］

評価方法
授業時の観察・定期考査・課
題確認テスト（小テスト）

授業時の観察・実力テスト・定
期考査・課題レポートなど

授業に臨む姿勢や意欲・パ
フォーマンス評価（論文・レ
ポートなどの自主的な取組）

　学　習　内　容

　学んだ知識・読解技能を使って文章などを読
み、時に自ら考え、あるときは他者と考えを伝え
合うことで思考を深め、それを言葉で表現すると
いう学び方です。単に授業担当の説明を聴いて
板書をノートに写す、という、受身な授業ではあり
ません。

・教科書「改訂版　国語総合　現代文編」数研出版

・「現代文キーワード読解」Ｚ会出版
・「頻出漢字マスター３０００」尚文出版
・自主教材（プリント等）１

学
期

２
学
期

科　目

目　標
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評
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活
用
Ⅱ

活
用
Ⅰ

習
得

評価の観点

わ
か
る

積極的に語彙力を伸ばし、話
し、聞き、読み、書く言語生活
を豊かにしようと心がける態度
を身に付けている。

青高力
［知力・学力］ ［知力・学力］［論理的思考力］

［原因分析力］［受信発信力］

基礎的な読解技法や語彙力
を駆使して複雑な論理展開や
抽象度の高い語彙や表現を
使いこなすことができる。

論理展開の形式や、文学の理
論・表現技法を正しく理解し、
それを用いて読み、書くことが
できる。

基本的な文法および語彙の意
味や文学史などの背景知識を
正確に理解したうえで、話し、
聞き、読み、書くことができる。

複雑な論理展開や難解な表
現を分析してわかりやすく説明
し、あるいは自らテーマを設定
し、考えを論理的に表現するこ
とができる。

論理展開や描写・表現の技法
を把握しつつ、文章の主題を
的確にとらえ、表現することが
できる。

基礎的な語彙力・文法力に基
づいて筋道立てて考え、それ
を表現することができる。

［協働力］［行動力］

国語を適切に理解し表現するための知識・技能を高め、それに基づいて、論理的思考力・判断
力を身に付けるとともに、適切に表現する力を伸ばし、主体的に国語に親しむ態度を身に付け
る。

知識・技能 思考力・判断力・表現力 学びに向かう力・人間性

で
き
る

広く社会に目を向け、現象から
原理を導き出したり、因果関係
を導き出したりする主体性や探
究心を身に付けている。

自分の考えを他者と伝え合う
ことで、論理的かつ効果的に
表現しようとする態度を身に付
けている。

３
学
期



■どのように評価されるか［イメージ］

実力テスト
校内模試

定期考査

■どう受けとめ、何をするか［振り返り］

目標 目標 目標

振り返り（伸びた点や課題） 振り返り（伸びた点や課題） 振り返り（伸びた点や課題）

１学期末考査 ２学期末考査

実力テスト　振り返り 実力テスト　振り返り

１学期中間考査　振り返り ２学期中間考査　振り返り 学年末考査　振り返り

実力テスト　振り返り

活
用
Ⅰ

活
用
Ⅱ

知識・技能 思考・判断

１学期 ２学期 ３学期

習
得

表現

課
題
レ
ポ
ー
ト
な
ど

学びに向
かう力

取
組
状
況
・
姿
勢

いわゆるペーパーテストの点数が

全てではありません。身につける

べき能力をまんべんなく評価する

ので、テスト以外の普段の取組も

評価の対象となります。また、テス

トは答えの丸暗記で対応できるも

のではありません。知識・技能にも

とづいた思考力・判断力を問うも

のですから、普段から本質的な力

を磨いていかなければなりません。

テストごと学期ごとに、自身の学習到達度を左のページ「評価規準（育ちのプロセス）」を参考に振り

返ってください。取った点数で「よかった・わるかった」ではなく、何をどのように改善すべきか、直ぐに

行動に移せるような具体的な振り返りが大切です。言葉にしてみよう。Ｃｌａｓｓｉも使って節目ごとに機会

を設けますから、自分を向上させるためにしっかり取り組んでください。


